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ＰＯＩＮＴ③：認知率が高く、訪問・購買意向が高い観光資源は、各県の観光の強み。 

Ⅱ 調査結果サマリー 

１．調査結果の全体像 

● 対象者および回収サンプル数： 下記地区在住の男女個人（15～60 歳代以上） 

・ 京浜地区（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）1,131 名  

・ 東海地区（愛知県、三重県）330 名 

・ 京阪神地区（京都府、大阪府、兵庫県）589 名  合計 2,250 名（有効回収率 44.6%） 

● 調査方法： インターネット調査 

● 実施時期： 2007 年 8 月 7日（火）～ 10 日（金） 

● 実施機関： 株式会社 インテージ 

調査設計 

【本調査の背景】 

・ 生活者の価値観の多様化 

・ 生活者のライフスタイルの多様化 

・ 田舎暮らしへの回帰 

・ 地域間競争 

・ 地域活性化（産業、定住、観光等） 

・ 地域ブランドへの取り組み 

背景／問題意識 １ ２ 

【本調査の主旨】 

北陸ブランド構築に資するデータの把握分析 

北陸への来訪・居住意向の現状把握と課題の探索 

 

・北陸への来訪意向は向上しているか。 

・北陸への居住意向向上のための要素なにか。 

・北陸 3県の強みとなる資源はなにか。 等 

ＰＯＩＮＴ①：北陸への来訪意向は向上。その目的のトップは「温泉」。 

来訪意向 ３ 

ＰＯＩＮＴ②：北陸への居住意向は減少傾向。「職の安定」が定住するための必須条件。 

居住意向 ４ 

認知資源／訪問・購買意向 ５ 

◆今後の施策展開への POINT◆ 
 

○北陸への観光来訪者増加の施策において、「レジャ

ー」より、「温泉」、「食」、「観光名所」といった要

素が大きく影響を与える。 
 

○居住意向者の減少傾向⇒食い止める必要性 

 「自然環境」「田舎暮らし」といった、都市部では

得られない生活要素を PRする。 

 一方で、多様な就業機会の創出、就業支援策の充

実・強化が急務である。 
 

○認知が高く、訪問・購入意向の高い資源は、観光地

の強みとなる。これら観光資源を中心に PR するこ

とで、来訪者の向上につながる。 

今後の施策展開への示唆 ６ 
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北陸への来訪意向
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まあ行ってみたい（行ってみてもよい）

（ぜひ）行ってみたい 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他

海水浴、登山、スキーなどのスポーツを楽しむ

北陸地方独特の伝統芸能、芸術に触れる

名産品、特産品などの買い物をする

全国に誇れる雄大な自然を満喫する

有名な観光スポットを訪れる

他の地域では味わえない食を堪能する

温泉でゆったりくつろぐ

2007年8月

2006年7月

2005年9月

北陸来訪意向理由【来訪意向者ベース】（%） 
全体の来訪意向は03年

度から顕著な変化はない

が、今年度は「（ぜひ）行

ってみたい」という来訪

意向者が上昇し、4 割近く

に上る。 
来訪理由は依然「温泉」

がトップにある。今年度

は、「有名な観光スポッ

ト」も大きく上昇し、来

訪意向に影響を与えてい

ると考えられる。一方、

レジャー目的での北陸へ

の来訪は依然として少な

い。 

3 県別の居住意向(%) 
（下段：住んでみたい 上段：まあ住んでみたい） 

1位 2位 3位
自然環境が良いた

め
食べ物などの生活環境が

良いため
田舎暮らしを満喫でき

るため

3 県の居住意向理由 TOP3 

0 10 20 30 40 50 60 70

娯楽施設の充実

福祉サービスの充実

適度な物価水準

安全な居住環境（治安の良さ）

道路や水道など生活基盤の充実

公共交通機関の充実

病院などの医療機関の充実

良好な住宅環境

安定した仕事

 2007年8月

 2007年8月

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ＮＰＯ等ボランティア活動への参加支援

農業や漁業への就業支援

起業への支援

定住に関する相談窓口の設置

住宅確保への支援

定住に関する情報提供

職探しへの支援

 2007年8月

【07 年度新規項目】北陸への定住条件 【07 年度新規項目】北陸への定住支援 

認知資源とその訪問・購買意向【福井県】 認知資源とその訪問・購買意向【石川県】 認知資源とその訪問・購買意向【富山県】 

 認知度が高く、且つ認知している人の訪問・購入意向が高い観光資源は、各県の観光の強み（目玉）となる。各県で共通していることとし

て、福井県の「東尋坊」、石川県の「兼六園」、富山県の「立山黒部アルペンルート」といった観光資源が強みとなっている。また、「松前が

に」や「ます寿司」等その土地名産の食材も強い観光資源の要素となる。一方で、「越前焼」、「九谷焼」等の伝統工芸品は、購買意向がそれ

ほど高くなく、観光資源の強みになりにくい。 

※認知率 20％以上の資源のみ表示。 

※○は、認知率 50％以上、訪問・購買意向 30％以

上の資源。 
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福井県 石川県 富山県

 3 県とも居住意向は、05 年度調査より減少傾向にある。また、居住意向の理由として「自然

環境」「食生活」「田舎暮らし」の 3 項目が、全ての県で TOP3 を占める。また、今年度新規の

項目の北陸への定住の条件、必要な支援では、共に「安定した仕事」、「職探しへの支援」がト

ップを占める。北陸への居住意向を向上させるには、「北陸での仕事」も留意する必要がある。 


